
平
成
十
九
年
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〇

号

東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
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ー
ト
・
岐
阜
市
御
望
山
周
辺
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

佐

々

木

憲

昭
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東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
ル
ー
ト
・
岐
阜
市
御
望
山
周
辺
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
海
環
状
自
動
車
道
御
望
山
（
ご
も
や
ま
）
ル
ー
ト
の
建
設
計
画
を
め
ぐ
り
、
国
土
交
通
省
・
中
部
地
方
整
備
局
・
岐
阜
国

道
事
務
所
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
十
月
に
都
市
計
画
決
定
が
行
わ
れ
た
ル
ー
ト
に
加
え
、
新
た
に
Ａ
案
、
Ｂ
案
、
Ｃ
案

の
三
つ
の
比
較
ル
ー
ト
帯
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
提
示
を
受
け
、
関
係
地
域
で
「
地
元
住
民
説
明
会
」
が
開
か
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
説
明
会
の
内
容
、
あ
り
方
は
も
と
よ
り
、
�
六
年
間
に
わ
た
る
御
望
山
調
査
検
討
会
で
「
御
望
山
の

安
全
性
は
確
認
さ
れ
な
い
」
と
の
明
確
な
結
論
を
得
て
い
る
当
初
の
都
市
計
画
ル
ー
ト
が
な
ぜ
排
除
さ
れ
な
い
の
か
、
�
同

ル
ー
ト
に
最
も
近
く
、
専
門
家
の
中
か
ら
も
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
Ｂ
ル
ー
ト
案
が
な
ぜ
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
�
三
つ
の
比

較
ル
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
な
ど
、
広
範
な
住
民
か
ら
不
安
と
疑
問
の
声
が
絶
え
な
い
。

地
域
住
民
の
命
と
安
全
を
守
る
こ
と
こ
そ
国
や
行
政
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
の
重
大
な
使
命
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

御
望
山
調
査
検
討
会
の
役
割
と
御
望
山
ル
ー
ト
の
安
全
性
に
つ
い
て

�

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
三
月
一
日
の
予
算
委
員
会
で
、
私
は
、
「
高
速
道
路
あ
る
い
は
高
規
格
道
路
の
よ
う
な
大

型
の
公
共
事
業
を
進
め
る
場
合
に
、
地
域
住
民
の
命
と
安
全
を
守
り
環
境
保
全
に
努
め
る
」
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
政

一



府
の
基
本
的
な
見
解
を
た
だ
し
た
。
当
時
の
石
原
伸
晃
国
土
交
通
大
臣
は
、
「
今
後
と
も
、
国
民
生
活
の
安
全
性
を
確
保

す
る
観
点
、
そ
し
て
…
生
活
に
…
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
な
形
で
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
視

点
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
」
（
同
委
員
会
第
八
分
科
会
）
と
答
弁
を
し
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
今
日
、
こ

の
よ
う
な
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
基
本
的
見
解
を
聞
く
。

�

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
御
望
山
調
査
検
討
会
（
委
員
長
・
志
岐
常
正
京
都
大
学
名
誉
教
授
、

以
下
「
検
討
会
」
）
は
、
国
土
交
通
省
な
ど
行
政
と
専
門
家
、
地
元
住
民
代
表
の
三
者
で
構
成
す
る
、
日
本
で
初
め
て
経

験
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
は
、
こ
の
「
検
討
会
」
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
て
い
る

か
、
そ
の
果
た
し
て
き
た
役
割
等
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

�

「
検
討
会
」
は
、
六
年
近
い
歳
月
を
か
け
て
昨
年
三
月
、
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
は
、
「
異
例
と
も
言
え
る

ほ
ど
の
多
角
的
で
長
期
の
調
査
を
し
て
の
結
論
で
あ
る
」
（
同
・
報
告
書
）
。
そ
の
な
か
で
、
「
こ
の
調
査
検
討
会
に
お

け
る
結
論
は
、
『
御
望
山
の
安
全
性
は
確
認
さ
れ
な
い
』
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

先
述
の
予
算
委
員
会
で
政
府
は
、
「
御
望
山
検
討
会
が
ど
の
よ
う
な
結
論
を
出
す
の
か
見
守
る
。
も
ち
ろ
ん
、
見
守
る

中
で
重
要
な
要
素
と
し
て
は
安
全
性
。
地
質
学
上
、
そ
こ
に
坑
口
を
開
く
こ
と
に
危
険
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
れ
ば
、

二



そ
の
意
見
は
十
分
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
答
弁
を
行
っ
て
い
る
（
石
原
国
土
交
通
大
臣＝

当
時
）
。

以
後
、
三
年
余
を
経
た
今
日
、
「
重
要
な
要
素
と
し
て
は
安
全
性
」
と
い
う
政
府
の
基
本
的
立
場
に
変
わ
り
は
な
い

か
。
認
識
に
変
更
が
あ
れ
ば
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

御
望
山
周
辺
ル
ー
ト
の
提
示
に
つ
い
て

政
府
・
国
土
交
通
省
が
提
示
し
た
三
つ
の
ル
ー
ト
に
対
し
て
、
地
元
住
民
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
ふ
ま
え
た
反
応
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
何
よ
り
も
大
き
い
の
が
、
「
な
ぜ
現
行
の
都
市
計
画
ル
ー
ト
が
排
除
さ
れ
な
い
で
、
新
た

に
三
つ
の
比
較
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
た
か
」
と
い
う
不
安
の
声
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

�

「
検
討
会
」
の
最
終
報
告
書
で
、
現
行
の
都
市
計
画
ル
ー
ト
の
安
全
性
に
対
す
る
警
鐘
が
う
ち
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
御
望
山
は
、
歴
史
的
に
も
崩
落
を
繰
り
返
す
危
険
な
山
で
あ
る
。
地
元
説
明
会
に
参
加
し
た
あ

る
住
民
は
次
の
よ
う
に
危
険
な
実
態
を
訴
え
て
い
る
。

「
こ
こ
に
昭
和
六
十
二
年
八
月
一
日
発
行
の
黒
野
史
誌
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
節
に
『
御
望
山
山
麓
の
崖
錘
は
、

急
斜
面
か
ら
岩
屑
が
落
下
し
て
形
成
さ
れ
た
地
形
で
あ
る
た
め
、
再
び
崩
落
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
傾
斜
し
た
不
透
水
上

三



を
流
れ
る
地
下
水
に
よ
り
、
山
崩
れ
や
地
滑
り
が
発
生
し
や
す
い
』
と
書
い
て
あ
り
、
『
そ
の
崖
錘
上
に
、
岐
阜
バ
ス
車

庫
、
岐
北
中
学
校
、
第
二
千
成
団
地
が
あ
る
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
第
二
千
成
団
地
の
裏
山

は
、
山
崩
れ
、
地
滑
り
が
発
生
し
や
す
い
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
…
私
た
ち
は
そ
う
い
う
所
と
は
知
ら
ず
に
、
県
が

認
可
し
た
土
地
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
移
り
住
ん
で
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
九
月
の
台
風
で
、
団
地
も
土

砂
崩
れ
に
よ
り
、
家
屋
が
傾
い
た
り
、
御
望
山
東
の
二
田
子
地
区
で
は
子
ど
も
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
…
私
た
ち

は
、
高
速
道
路
を
造
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
、
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
な
い
で
下
さ

い
、
と
言
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。
」

現
に
、
古
く
は
一
五
八
六
年
の
天
正
地
震
に
よ
る
崩
壊
、
団
地
造
成
後
の
昭
和
四
十
九
年
の
大
石
転
落
を
は
じ
め
台
風

の
た
び
に
亀
裂
が
生
じ
る
な
ど
、
住
民
は
命
を
脅
か
す
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
検
討

会
」
報
告
書
で
は
、
御
望
山
の
地
質
構
造
に
つ
い
て
、
「
特
異
な
舟
底
形
構
造
」
や
各
所
に
著
し
く
発
達
し
て
い
る
「
各

種
の
断
層
・
亀
裂
」
を
指
摘
、
「
山
体
に
は
、
い
わ
ば
（
地
質
的
に
崩
壊
し
や
す
い
）
…
ガ
サ
ガ
サ
な
状
態
の
地
山
が
広

く
発
達
し
て
い
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

政
府
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
答
弁
で
も
明
言
し
た
よ
う
に
住
民
の
安
全
性
を
「
重
要
な
要
素
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
姿

四



勢
を
持
っ
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
行
の
御
望
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
を
排
除
し

な
い
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

�

「
調
査
検
討
会
」
の
志
岐
委
員
長
は
、
同
「
検
討
会
」
の
役
割
は
終
え
て
い
な
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
今
回
、

「
三
つ
の
比
較
ル
ー
ト
案
」
を
提
示
す
る
に
当
た
っ
て
、
国
は
、
「
検
討
会
」
委
員
の
意
見
を
聞
い
た
か
。
聞
い
て
い
る

の
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
聞
い
て
い
な
い
の
な
ら
な
ぜ
聞

い
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

併
せ
て
、
昨
年
六
月
に
国
が
「
再
検
討
」
に
入
っ
て
か
ら
、
「
検
討
会
」
委
員
以
外
の
他
の
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
分
野
の
誰
に
聞
い
た
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
検
討
会
」
で
の
最
終
結
論
は
、
「
御
望
山
の
安
全
性
は
確
認
さ
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

現
行
都
市
計
画
ル
ー
ト
の
近
く
に
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
と
も
な
う
Ｂ
ル
ー
ト
案
が
入
っ
て
い
る
の
か
。
最
終
報
告
書
は
、

「
現
在
の
工
学
技
術
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
御
望
山
地
域
に
限
ら
ず
、
日
本
の
ど
の
様
な
山
に
お
い
て
も
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘

ろ
う
と
思
え
ば
掘
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
検
討
会
の
課
題
は
、
そ
れ
と
は
関
係
な
く
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
と
も

な
っ
て
発
生
し
う
る
問
題
の
検
討
、
言
い
か
え
れ
ば
安
全
性
の
確
認
で
あ
る
」
と
、
「
工
法
で
対
応
す
る
」
問
題
で
な
い

五



こ
と
を
も
強
調
し
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
問
う
。
安
全
性
を
疑
わ
れ
て
い
る
現
行
都
市
計
画
ル
ー
ト
の
近
く
に
、
同
じ
く
「
ト
ン
ネ
ル
構
造
」
で
通

過
す
る
Ｂ
ル
ー
ト
案
が
入
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
「
安
全
性
の
根
拠
」
を
示
さ
れ
た
い
。

�

今
回
の
三
つ
の
比
較
ル
ー
ト
案
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
位
置
だ
け
は
都
市
計
画
ル
ー
ト
以
来
、
一
貫
し

て
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
「
も
っ
と
北
側
に
な
れ
ば
住
宅
も
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ス
ペ
ー
ス

も
余
裕
を
持
っ
て
確
保
で
き
る
」
と
の
意
見
も
聞
い
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
の
場
所
が
変
わ
ら
な
い
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

�

岐
阜
市
椿
洞
の
産
廃
不
法
投
棄
現
場
に
つ
い
て
、
国
は
、
「
岐
阜
市
の
処
理
方
針
を
待
っ
て
考
え
る
」
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
、
椿
洞
地
域
も
一
体
と
し
て
ル
ー
ト
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ル
ー
ト
変
更
を
考
え
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

三

住
民
の
意
見
の
調
査
方
法
と
調
査
結
果
の
処
理
・
公
表
に
つ
い
て

�

国
（
国
土
交
通
省
・
中
部
地
方
整
備
局
・
岐
阜
国
道
事
務
所
）
は
、
「
道
か
ら
の
手
紙
」
を
配
付
し
、
「
計
画
の
再
検

討
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
の
説
明
会
を
も
開

六



催
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
会
自
体
が
限
ら
れ
た
時
間
内
で
あ
り
、
そ
の
内
、
当
局
か
ら
の
「
説
明
」
が
大
半
を

占
め
、
質
疑
応
答
の
時
間
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
当
初
の
都
市
計
画
ル
ー
ト
の
南
側
に

位
置
し
、
も
っ
と
も
安
全
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
第
二
千
成
団
地
で
の
丁
寧
で
親
身
な
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
聞
く
。
こ
の
間
の
説
明
会
の
概
要
（
会
場
、
回
数
、
参
加
者
と
そ
の
有
権
者
比
率
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
第
二
千
成
団
地
住
民
に
対
す
る
別
途
説
明
会
開
催
を
求
め
る
要
望
を
聞
い
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
そ
の
用

意
は
あ
る
か
。
説
明
す
る
用
意
が
な
い
の
な
ら
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

�

「
道
か
ら
の
手
紙
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
行
い
、
ど
の
よ
う
な
形
で
結
果
の
公
表
が
行
わ
れ

る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

ル
ー
ト
決
定
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

�

現
行
の
都
市
計
画
ル
ー
ト
案
を
作
る
際
の
調
査
、
と
り
わ
け
地
質
調
査
を
十
分
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日

の
混
乱
と
経
費
の
ム
ダ
を
生
じ
た
要
因
で
あ
る
こ
と
が
専
門
家
の
間
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
検
討
会
」
報
告
書
で

は
、
「
ど
こ
に
ル
ー
ト
を
変
え
れ
ば
よ
い
か
の
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
ル
ー
ト
が
な
い
と
は
考
え

ら
れ
な
い
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
た
な
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
示
唆
で
あ
る
と

七



考
え
る
。
政
府
は
、
あ
ら
た
め
て
御
望
山
調
査
検
討
会
を
開
き
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
予
定

は
あ
る
か
。

ま
た
、
新
た
に
提
示
さ
れ
た
三
つ
の
比
較
ル
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
、
「
検
討
会
」
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

�

そ
の
う
え
で
「
最
終
結
論
」
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
た
う
え
で
発
表
に
な
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

ト
ン
ネ
ル
掘
削
ル
ー
ト
を
強
行
し
、
掘
削
中
お
よ
び
そ
の
後
の
崩
落
な
ど
に
よ
り
作
業
従
事
者
や
地
域
住
民
、
道
路
通

行
者
な
ど
へ
の
被
害
が
出
た
場
合
、
国
と
し
て
の
賠
償
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
事
前
に
リ
ス
ク
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ト
の
建
設
が
行
わ
れ
、
被
害
が
出
た
場
合
は
、
刑
事
責

任
も
問
わ
れ
る
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
は
如
何
。

右
質
問
す
る
。
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